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1. 日本語スピーチコンテスト 開催について 

 

日本社会の動向を考えると、外国人の定住傾向は今後ますます強まることが予想さ

れます。特に港区は人口の 8％が外国人です。港区ではやさしい日本語を心がけて

外国人にも日本語を語ってもらう取り組みをしています。 

日本の社会や文化に日頃から深く接している世界各国の人々が日本語でスピーチ

することは、それを聞く日本人に対して 「新しい視点を与えてくれる好機」 です。 

港ユネスコ協会では、在日外国人の皆様に日頃の日本語学習の成果を発表する

機会を提供するとともに、日本社会や文化の特色をとらえた面白い話が聞ける場、国

際理解を深める場になることを希望して、新たにこの企画を実施することになりました。 
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2. 第一回 日本語スピーチコンテスト 開催に寄せて 

 

明治学院大学 渋谷 恵 教授 (審査委員長) 

  

2018 年 1 月 20 日、港区立生涯学習センターで行われた、

港ユネスコ協会主催の第一回日本語スピーチ・コンテストに

審査委員として参加させていただきました。世界の様々な地

域から日本に来て学び生活するスピーカーの皆さんのお話

は、自らの経験に根差した具体的なエピソードにあふれてお

り、日々の生活の様子を生き生きと思い浮かべることができました。さらにその経験が

母文化との比較の視点を通して語られることで、日本の文化や社会についての新しい視

点、またそもそも豊かさとは何だろう、人と人とのつながりとは何だろうという普遍的

な問いをも提起するものとなっていたと思います。 

さらに印象に残っているのは、スピーチ終了後の交流会です。この間、審査委員は別

室で審査を行っていましたが、審査を終え、会場に戻った時の和やかで活気のある空気

を今でもはっきりと覚えています。参加者全員がスピーカーの皆さんの人となり、母国

や日本での経験、これからの願いや思いを共有したからこその深く楽しいディスカッシ

ョンの場だったのではないでしょうか。玉川大学の小林亮教授、玉川大学ユネスコクラ

ブの皆さんのファシリテーションのもと、日本語スピーチ・コンテストを通して、一方

通行ではない双方向での共有の場が作られたこと。これが何よりうれしく感じられまし

た。ぜひ継続して参加させていただき、私もこの交流の場に加わりたいと願っています。 

こうした場を創ってくださった永野博会長はじめとする港ユネスコ協会の皆さん、

そして母語ではない日本語でのスピーチにチャレンジしてくださったスピーカーの皆

さん、本当にありがとうございました。  
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玉川大学         小林 亮 教授(交流会企画・実施) 

 

対話こそ、背景の違う人々の相互理解を促し、心の中の平和を醸

成するための最も効果的な営みです。港ユネスコ協会が開催した「日

本語スピーチコンテスト」は、スピーチをされた留学生および在日

外国人の方々と参加者の方々との交流を通じ、自然な形で異文化間

の対話を実現できたすばらしい企画でした。私たち玉川大学ユネス

コクラブも、交流会のファシリテーターとしてこの対話に加わる貴重な機会を与えて頂

き感謝しています。 

 国籍も専門も異なる７名の外国人によるスピーチ自体が、日本という「異文化」との

出会いの体験を鮮やかに提示していて興味深いものでした。外国人スピーカーに対する

港ユネスコ協会の対応も、全員に何らかの賞が与えられるなど、心のこもった配慮が行

き届いていて、見ていて気持ちがいいものでした。審査の間に、参加者がいくつかのグ

ループに分かれて外国人スピーカーとの交流会を持ちましたが、これは文化の相互理解

を深めるというユネスコ活動の本義からしても大きな意味があったと思います。 

 参加者みんなが「当事者」となって出会いを楽しめ、友人となれたこのようなすばら

しいイベントをぜひ今後も継続して頂きたいと強く希望しています。 
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3. ご 挨 拶 

 

港ユネスコ協会会長 永野 博 

ユネスコ憲章の前文では、「戦争は人の心の中で生まれ

るものであるから、人の心の中に平和のとりでを築かなけ

ればならない。」という冒頭の文の次に、「相互の風習と生

活を知らないことは、人類の歴史を通じて世界の諸人民の

間に疑惑と不信をおこした共通の原因であり、この疑惑と

不信のために、諸人民の不一致があまりにもしばしば戦争となった。」という文が続き

ます。このような過去を克服するため、各地のユネスコ協会ではさまざまな活動が行わ

れています。 

港ユネスコ協会でもこれまで幅広い活動を行ってまいりましたが、日本に滞在する外

国の方々との交流を深める一つの方策として、新たに日本語スピーチコンテストを開催

いたしました。第 1 回ということでスピーチをしていただく方がそもそもいらっしゃる

のかという不安もありましたが、蓋を開けてみますと 7 人の多様な国、地域からのスピ

ーカーの参加をえることができました。スピーチの審査委員長は渋谷恵明治学院大学教

授にお願いし、三田高校（ユネスコスクール）、地元新橋の商店会、港区教育委員会事

務局の方々に委員になっていただきました。ユニークな企画として、スピーチの後の時

間を活用して、スピーチをしていただいた方々と会場の参加者との間の交流を考え、玉

川大学の小林亮教授をはじめとする玉川大学ユネスコクラブの学生の方々にファシリ

テーターを引き受けていただいたところ、会場での交流が極めて和やかに行われました。

また、港区内のもう一つのユネスコスクールである六本木高校からも参加をいただきま

した。 

民間ユネスコ運動は日本における草の根運動の原点ともいえる活動ですが、その運動

は若い方々に引き継がれていくことが必要です。港ユネスコ協会では、これまでもユー

スフォーラムという形で若い方の参加をえた行事を行ってまいりましたが、この日本語

スピーチコンテストを契機といたしまして、これからも多くの若い方々との交流を深め、

新たな活動を行っていきたいと考えております。皆様のこの度のご協力に感謝いたすと

ともに、引き続きのご支援、ご協力を心よりお願い申し上げます。 
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4. 式 次 第 

 

1.  開会宣言 

2.  ご挨拶 港ユネスコ協会会長 永野 博 

3.  スピーカー紹介 

4.  スピーチ開始                                      

5. 休憩 

6. 審査/会場見学者とスピーカーの交流会 

7. 審査結果報告 明治学院大学 渋谷 恵 教授 

8. 表彰式 

9. 参加者の感想 

10. 交流会総括 玉川大学 小林 亮 教授 

11. 閉会の辞 港ユネスコ協会副会長 菊地 賢介  

12. スピーカーの記念撮影 
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5.  スピーチ 

 

① 「モンゴルの孫世代のチャレンジ」 

 

Ms.バトスヘ・ウヌビレグ （モンゴル） 宇都宮大学大学院生 

 

皆さん、こんにちは。私はモンゴルから参り

ました。名前はウヌビレグと申します。 

私は小さいころから異文化を実感してきま

した。ロシアの中学校に通って、ロシア人の先

生に教わったことがあります。5 年生の時から

日本語専攻コースの教師は日本人でした。ロシ

ア人と日本人、そしてモンゴル人は顔も文化も違いますが、一つの学校に一緒にいる

のがとても面白かったです。ですから高校を卒業して、国際関係を専攻、大学に入っ

たのかもしれません。 

 私は初めて 2014 年に交換留学生として北海道の滝川市の國學院で 2 ヵ月間留学

したことあります。2 か月の短い間でも貴重な勉強になりました。滝川市に水口さん

という忙しい日本人がいます。北海道新聞の滝川支局長です。水口さんは毎日、忙し

いのに滝川市ないだけでなく札幌留学生の世話もして日曜日にも休めないほどでし

た。一体、何のために「ボランティアで苦労しているのかな」と思いました。奥さん

も息子さんも同じです。当時、私がもう一つ、びっくりしたことは日本人の若者の忙

しさです。午前中は大学の授業、午後はアルバイト、そして夜はレポートを書く。モ

ンゴルでは全く考えられない学生生活です。「日本人って、眠る時間があるのかな」

とびっくりしました。日本人の若者に比べて、私はまだまだということ気付きました。

母は日本滞在の経験があって、私が宇都宮市にある「いっくら」という NGO の話を

よく聞いていました。当時、その話を思い出して、滝川市の水口さんの家族も小さな
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国際交流NGOのように思もいました。 

 私にとって、NGOというのは興味深い存在です。特に、国際 NGO は国際化には大

きな役割を果たしていると思います。NGO 活動はソフトパワー（Soft power）ーの一

部です。モンゴルでも国際交流 NGO はありますが「いっくら」のような活動はしてい

る団体はありません。形としては同じですが中身は違います。その理由を知りたいです。

ですから宇都宮大学の国際学部で研究生としてきて、3か月になっている私が「日本と

モンゴルの国際交流・国際協力 NGO 活動に関する比較研究」をテーマにしました。 

 日本とモンゴルの国際交流 NGO の活動内容を比較しながら相違点を明確にしたい

です。日本でのNGO 活動が成功している理由は何でしょうか。若いころから熱心に努

力する日本人の精神なのか、それとも急速な経済発展なのか。また、異文化なのか。ど

うして日本人がボランティア活動を義務のように受け止められるのか。残念ながら、最

近、モンゴルの若者の中には、ボランティア活動どころか義務の仕事でも無責任の人が

多いです。どうすればこのような悪い態度を変えることができるのだろう。 

 このようなことを調べながら留学中に私自身が成長したいです。私は国際交流を専

門にして、それにビジネス経営も勉強しました。将来、モンゴルでは「いっくら」のよ

うな NGO を作る予定です。これは日本留学と研究の結果で、将来の目的でもあります。

そうすれば、国際関係専門家として日本とモンゴルの交流促進にできる限り貢献するこ

とが出来ます。きっと、頑張ります。 

ご清聴ありがとうございました。  
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② 「おもてなしの心」 

Ms.シュ・ネイ （中国）MNK 日本語クラス 

 

今、日本では、2年後の東京オリンピックを控え

て、「おもてなし」と言う言葉がよく使われていま

す。この言葉を辞書で調べると、お客様に対して心

をこめて接待やサービスをすることをいいますが、

私のような外国人にとって、一体どんな時におもて

なしが感じられるのでしょうか。 

私の経験では、先月私の母が一人で大崎駅で電車を乗り換える時、日本語がわからな

い母は駅で迷ってしまいました。その時、母は駅員のところに行って、そこから私に電

話をかけてきました。私は駅員に母の行きたいところを伝えました。すると、駅員は母

をホームまで連れて行って、何時の電車に乗るなどをとても丁寧に母に教えてくれまし

た。母は無事に行きたいところにつくことができました。これは電車の駅員のおもてな

しだと思います。 

他には、風邪をひいた娘を病院に連れて行った時のことです。看護婦さんは腰をかが

めて、優しい声で娘と話をしてくれました。娘ははじめは緊張していましたが、だんだ

ん落ち着いてきました。また、病院には子供コーナーが設置されていて、おもちゃや絵

本がたくさんあります。子供は遊びながら、診察をうけられます。子供が行きやすい環

境を整えるのは、病院の皆さんたちのおもてなしの心ではないでしょうか。 

 しかし、おもてなしはいつもいいことばかりとは思いません。例えば、店の店員さ

んはいつも笑顔でお客様を接待しています。この”思いやり笑顔”も、一定の度を超すと

不都合が起きることもあるようです。苦しい時にも笑わなければいけないというプレッ

シャーやストレスもあります。なので、サービス業で働いていても、普通の時、笑顔で

接客していて、たまに苦しい時があったら、無理に笑わなくてもいいのではないかと思

います。 

それでも日本人の笑顔は素晴らしいです。みんながおもてなしの心を込めて、働いて

いるからこそ、世界中の人々が日本に集まってくるのです。私もこれからおもてなしの

心を見習っていきたいと思います。 
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③ 「日本の良いところ、不思議なところ」 

Ms.ウィニー・リー・シュウチ （マレーシア） 国際日本語学院生 

 

皆さん、こんにちは。私はウィニーと申します。マ

レーシアから参りました。日本に来てから、そろそろ

1 年と 3 か月になります。 

今、日本橋浜町にある国際日本語学院で日本語の勉

強をしています。日本に引っ越す前に、日本に来たこ

とが数回あります。 

ですから、今回の滞在は初めてではありません。 

私は子供の頃から他の国はおろか、日本に住む機会があるとは考えていませんでした。

特に先進国の日本は、生活費が高い、これが私の日本の印象でした。 

最初は、日本の良いところを２つ話します。 

第一は、私が初めて日本を知ったのは、日本の製品です。マレーシアでは、一番よく

見る日本の製品は（恐らく）車です。私の人生で初めて買った車も、日本の車でした。

日本製品の品質が良いことは、世界中で知られています。何故日本はほかの国と比べる

と良い製品が生み出せるのか、いつも考えさせられます。それは人々が？？や技能や細

かいことに対する態度が高品質を生み出すのだと思いました。 

第二は、初めて日本に旅行に来た時、素晴らしいと感じました。日本はとてもきれい

である事、特にトイレと道がきれいである事に驚きました。それに物事がよく整理され

ている事、効率化されているホテルのフロントに驚きました。また、電車やバス、新幹

線等の時間が正確なことに驚きました。 

日本人独特のコミュニケーションスタイルは、いつも不思議だと思います。何故かは

っきりと意見を言わずに、日本人の間だけで通じます。これは日本語を話す能力に関係

なく、日本人の文化的、慣習的な背景が関係していると思い、私が直面している不思議

な事の一つです。 

最後に、これからもコミュニケーションが取れず、また多くの誤解を招くと思います

が、まだまだ日本で暮らすので、理解できるよう頑張りたいです。また、私はこの日本

社会のすべての美徳を？？日本語の勉強を頑張りたいと思います。 

ご清聴、ありがとうございます！ 
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④「今まで日本で学んだこと・経験したこと=日常の五心=」 

Mr.アショー・アハメド・モハメド・エー （サウジアラビア） 東海大学修士課程 

 

皆さん、日常の五心という言葉を聞いたことがあ

りますか？ 

それは「はい」という素直な心、「すみません」と

いう反省の心、「お陰様で」という謙虚な心、「私が

します」という奉仕の心、「ありがとう」という感

謝の心です。 

私は日本に来て、7 年目になります。 

日本語学校で二年間日本語を勉強し、東海大学に入学して、2017 年に無事に学部生を

卒業できました。それから現在、大学院として、優れた日本の大学で勉強しています。 

皆さんは疑問に思うことは、どうして日本を選んだの？という質問が頭に浮かべるか

もしれません。実は私が日本に選んだのはたまたま、いとこが日本に留学していた経験

があったので、勧められました程度です。 

日本に来てから様々な貴重な時間、生活、経験チャレンジを得ることが出来ました。 

まず、私にとって一番の誇りは、日本語が話せるようになったことです。サウジアラ

ビア人にとっては、とても難しい言語の一つで、日本語が出来るサウジアラビア人は本

当に少ないです。 

日本語ができなかった頃は、日本人と喋ると、出身はどこですか？という質問よく聞

かれましたが、最近は、君はハーフですか？地元はどこですか？という質問になりまし

た。やっぱり軽い会話をすると、外国人であることはバレないです。 

なぜかというと、外国人のなまりを出来るだけ直そうと努力しているからです。 

これからますます日本語をマスターしますので、どうぞよろしくお願いたします。 

次に話したい内容は、スピーチの最初に申し上げた、日常の五心についてです。 

まず、「はい」という素直な心です。名前を呼ばれたり、話しの中で、「はい」という言

葉をはっきり、相手に伝わるように発しなければいけません。この「はい」という返事

だけで、自分の存在を相手に伝えることができます！思いやりの心です！ 

次は、「すみません」という心です。私はたくさんの国々に行きましたが、こんなに相
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手への気持ちを大切にする文化を見た事がありません。電車で迷ったら、すみません。

知らないことがあったら、すみません、どこに行っても、すみませんの言葉は最初に出

てきます。とても親切な心です。 

次は、「お陰様で」です。日本語お上手ですね！お陰様でと言いますと、相手との仲

が暖かくなりますね。自分を下げ、相手を尊敬するという日本人の素晴らしい謙虚な心

ですね。 

次は、「私がします」です。2016 年から日本で始めてのバイトをし始めました。めん

どくさいと思うときもありますが、私がしますという心を持つようになると、周りの人

から高い評価されるし、相手を楽にさせることがどんなに聖なることでしょう。 

では最後の「ありがとう」という心です。 

ありがとう…魔法の言葉ですね 

自分のまわりに起こるあらゆるすべてのことに対して、「ありがとう」という気持ちを

もつことで、周りの人たちを笑顔にすることができます。 

私たち人間の人生で本当に小さいことで、相手を愉快か不快な気持ちにさせてしまう

ときもあります。さっき申し上げた五心を日常生活に使えば、どんなに幸せになるでし

ょう。 

この日常の五心という言葉はどこの国にもあります。ですが、本当の意味を理解する

人もいるし、まだできない人もいます。その言葉に気付かされてくれた日本に感謝いた

します。 

皆さん、これを見てください、普通のコップですよね？実は私が初めて日常の五心を

みたのは、このコップと出会ったときです。 

日本にきて、様々な冒険や勉強をすることが出来ました。日本や日本人に感謝を込め

て、スピーチの最後に一つを言わせてください。ありがとうございます！ご静聴ありが

とうございました。 
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⑤「ポテンシャルをフルに引っ張り出せば・気候変動問題から見る感じたもの」 

Ms.マヌエラ・ハートヴィッヒ （ドイツ） 筑波大学大学院生 

  

日本について初の勉強は中学校一年生として、物理学の授業の中で

した。なぜか覚えていませんが、わずか数ページである論文の自分で

選んだテーマは広島と長崎への「原子爆弾投下」でした。 

大学一年生の時、日本は天然資源に恵まれない国という議論を読み

ました。それは訳が分かりませんでした。 

風の強く、日照量の多く、海に囲まれており、地熱源のある国、天

然資源に恵まれない国と言えないのでしょうか。 

科学知識は高い天然資源は沢⼭ある日本は世の中で、とても豊かな

国だと思いました。 

天然資源について考えるとやはり化⽯燃料というのです。 

現在の日本は化⽯燃料のエネルギーを外国から約 85％輸入しています。原子力も利⽤

し続けています。経済成長を確保するためだからですと言われています。 

しかし、原子力と化⽯燃料の⽅が次世代にとって費⽤がかかります。 

明日の日本はどのように見えるのでしょう。 

実際に日本の天然資源を利⽤できるようになるため学者は国際協力で新しいテクノロ

ジーを発展しています。 

印刷でき、窓や壁に貼られる太陽電池。 

地熱発電所設置。 

波のエネルギーを利⽤できるタービン。 

台風のエネルギーを利⽤できる風力タービン。 

地球温暖化に対する効果的な枠組みでは科学知識、国際科学協力、そして、社会改⾰

は必要となります。しかし、社会改⾰はどういう意味でしょうか。どうやって改⾰をも

たらせるのでしょうか。 

国⺠は自分の力で何ができるでしょうか。紹介してもらった例の中から二つの話をシ

ェアしたいと思います。 
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まず、耕作地の上に普通の太陽電池の姿と違って太陽電池を設置してあるソーラーシ

ェアリングという技術を使っている農業者に会いました。 

 

次に、家庭のエネルギーを減らすため「一度に使える電気は 500W まで」という 5 

アンペアで暮らす対策を提案する人の話を聞きました。 

しかし、それぞれの中では問題が残っています。知識を高める、または、枠組みを支

持するのは必要となるのが分かりました。 

気候変動は国際危機を引き起こします。グローバル問題はローカルに影響を及ぼしま

す。 

グローバル問題を解決できるようになるためローカルな力は必要となります。 

経済競争は対⽴を引き起こし、協力に対する障害となり、新しい社会構造に合えない

のでしょうか。 

天然資源、国⺠の力がある日本を二つ観察しています。 

一つ目は地球温暖化に対する大リスクをもたらす国。 

二つ目は地球温暖化への取り組みに対する救助で、進歩的で、⾰新的な国。 

これから、どちらを注目されるようになるのか気になります。 

以上です。ご静聴どうもありがとうございます。 
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⑥「日本の育児」 

Ms.ゴ・イケン （台湾） 田町日本語クラブ 

 

こんにちは、呉と申します、台湾から来ました。 

私は 8 才、5才の母です。 

自分の育児経験によると、日本は、育児環境がとてもいい国

だと思います。 

子供は赤ちゃんの時から今まで日本で育てています。 

初めての子育ての時、日本語がよくわからなくて、すごく不

安でした。 

新宿区の保健所で乳幼児健診の時、通訳付きで、大変助りま

した。 

健診で体重を測った時に「赤ちゃんはオムツ一枚だけで体重を測りましょう」と言わ

れました。日本のやり⽅はとても真剣だと思いました。台湾は服を着たまま測ります。  

子育ての日々を過ごして、私の体調が悪かった時もありました。 

その時に、一時預かり保育の先生はとても親切にしてくれて、 

「実家だと思って子供を預けて、安心して病院へ行ってらっしゃい」と言われた。 

私は自分の国を離れて子育てですが、その話を聞いて、すごく暖かくて、感動しまし

た。 

 

日本の育児環境はとてもいいと思います。そのもう一つの理由は、港区の児童館と図

書館がすごく充実していることです。 

毎月いろいろな楽しそうイベントをやってます。 

そのおかげで、私と子供たちが日本人と日本文化にふれあう機会も増えてます、とて

も感謝してます。 

 

最後まで聞いていただきありがとうございました。 
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➆「おもてなしの国ニッポン」 

Mr.シディキ・タンヴィル・バルニー （パキスタン） 通訳・翻訳業 

 

私は日本のテレビ番組が大好きで、様々な番組を

観て日本語を学ぶことも沢⼭あります。2006 年に

日テレの 24 時間テレビで「絆」と言う日本語を学

びました。その番組はお笑いのアンガールズさんの

二人が「チャリティーマラソン」に挑戦して、長距

離を走りながら困難を乗り越えるという内容でし

た。私が日本に来た時も、日本語や生活習慣に壁あり、アンガールズさんのように様々

なハプニングに巻き込まれながら困難を乗り越えて来たことを思い出しました。 

私が生まれ育った都市「カラチ」は、比較的に日本ほど寒いところではありません。

日本に来て初めての冬を迎え、寒さの恐怖よりも、見たことのない「雪」に触れるのが

楽しみにしていました。お正月の休みに入ると、早速、ワクワクした気持ちで飛行機に

乗り、新千歳空港から出た時、私の周りには白い世界が広がっていました。人生初のこ

の風景に、興奮気味の私は薄着のまま写真撮りを始めました。すると、数分後、私は体

に異変を感じ、くしゃみが沢⼭出たことで「あぁ、やばい」と思いながら、寒さ対策に

持ってきたダウンジャケットを着て電車に乗り、札幌で宿泊予定のホテルに向かいまし

た。ホテルに着いたころ、体がとてもだるかったので、とりあえず、休んだ⽅がいいと

思い、ベッドの上でバタンキューになりました。 

夜中目がさめたときは、頭がとても痛く、熱も出ていて体が震えていました。もし朝、

病院に行けたとしても、自分の日本語能力にはとっても不安を感じていました。「どう

すればいいのか」と考えながら部屋から出て、フロント前のロービーに座りました。す

ると、男性の声が耳に入り「May I help you Sir?」。 

フロントの⽅を見たらチェックインの時と違って、別の男性が⽴っていました。彼の

流暢な英語を聞いて、私はカウンターの⽅に進み、体の状態を説明しました。相手はす

ごく心配そうに「とりあえず、部屋に戻って休んで下さい」と話してくれました。 

30 分後の事ですが「トントン」とドアがなり、ドアを開けたら先ほどの男性が、片手

に薬と片手におにぎりを持っていました。「お客さん、このかぜ薬を飲む前に良かった
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らおにぎりを食べて下さいね」と、まるで「血の繋がった兄弟かのように」話してくれ

ました。 

私は彼の優しさと、彼のその言葉に全世界のどのかぜ薬よりも効果を感じ、一瞬で風

邪が治ったように感じました。「人間は病気や精神的に辛くなった時、又はどん底に落

ちた時、誰かに励まされ、その裏にどれだけ効果的な力が隠されているか」まさに、そ

れを実感した時でした。私は彼の「おもてなし」によって、一生忘れることが出来ない、

人生で最高の旅を経験したのです。 

２４時間テレビで、私が見たアンガールズさんの走る姿やその番組に登場する様々な

体の不自由な⽅々が、改めて、私が日本に来たばかりのことを思い出させ、障害者の頑

張る姿をみていたら、感動して自分が抱えていた問題、言葉の壁や生活習慣などの違い

がとても小さいものに感じ、逆に彼らを応援する気持ちになりました。 

そして、皆さんがランナーを応援する姿をみていて優しい気持ちになり、改めて「絆」

や「おもてなし」の優しい心を持つ、その大切さを知ることが出来ました。 

最後になりますが、私は日本語が話せなかった時、札幌で優しい人に出会えた縁に恵

まれた事に心の底から感謝しています。そして 2020 年に向けて、日本にオリンピック

ゲームを見に来られた⽅々に対して日本人と一緒に通訳の仕事を通じて「おもてなし」

が出来ればと考えております。 

皆さん、ご清聴ありがとうございました。 
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6. 会場参加者とスピーカーとの交流会 

 

玉川大学 小林亮教授のご指導と同大学ユネスコクラブの学生の協力により、参加者

が 3 つのグループに分かれてそれぞれスピーカーを囲みながら、「留学生の苦労話や、

日本や日本語への思い。日本観や今後の発展など」について自由な質疑応答を行いまし

た。この企画により、スピーカーと参加者の交流が進み、会場からは参加して良かった

という声が、あちこちから聞かれました。 

 

―この間、審査委員は別室にて審査を行いました― 
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7. 審査委員 

 

審査委員長  明治学院大学教授  渋谷恵  

審査委員   港区教育委員会生涯学習課 係長  庄司健二 

審査委員  新橋赤レンガ発展会役員  玉置修二 

審査委員  三田高校 ユネスコ委員会  幸 眞太郎 

審査委員  港ユネスコ協会 会長  永野博 

 

審査基準 

 

① 自分の思いや考えが伝わってくるか。 

② 未来に向かって頑張る姿勢が伝わってくるか。 

③ 日本人や日本文化に対する新鮮な見⽅、考え⽅があるか。 

④ 異文化に対する理解の有無。 

⑤ 感動出来る内容。 
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8. 審査結果 

 

審査委員長 明治学院大学渋谷恵教授より、以下の通り受賞者の発表が行われました。 

 

 

「最優秀賞」  アショー・アハメド・モハメド・エー（サウジアラビア） 

「港ユネスコ協会会長賞」  ウィニー・リー・シュウチ（マレーシア） 

「審査委員特別賞」  シディキ・タンヴィル・バルニー（パキスタン） 

 

 

明治学院大学渋谷恵教授 
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9. 表 彰 式 

港ユネスコ協会会長 永野 博より 3 賞の受賞者に対して、それぞれ賞状、カップ、記

念品（輪島塗の夫婦箸）が、また優秀賞の⽅々に対しては賞状、盾、記念品（輪島塗の

夫婦箸）が授与されました。 

    

 

 

港ユネスコ協会会長 永野博 

 

左から シディキさん、アショーさん、ウィニーさん 

スピーカー全員で記念撮影 
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10. 会場参加者の声（田部揆一郎さん） 

 

日本でご活躍の外国人数名の日本語スピーチを聞かせてもらったが、どなたも短期間

の日本滞在にもかかわらず、日本語が上手なのに感心した。 

外国人にとって、日本語は決してやさしい言葉ではないと思うが、上達のための努力

が感じられ、頭が下がる思いをした。また、その内容も母国とは異なる生活、習慣に関

するものが多く、面白く聞かせていただいた。外国人がここまで上手に日本語を話すの

だから、日本人も英語が嫌いなどと言わず、上達のための努力をすべきだと思う。2020

年のオリンピックが近づいており、外国人の来日者が急増しつつある現状を考えれば、

その思いを改めて強く感じたのでした。 

 

 

 

 

11. 閉会の辞 

港ユネスコ協会 副会長 菊地賢介 

  

第一回日本語スピ－チコンテスト開催にあたり、多くの皆様⽅の協力のもと無事終了

することが出来 、大変感謝申し上げます。 

 今回のコンテスト開催にあたりましては、国と国、人と人を繋ぐコ－ディネ－タ－

としてユネスコ協会が国際交流の場を設けることで スピ－カ－の皆様には感動を得る

場になり、会場におみえの皆様には新しい視点で海外から日本に来られた皆さんがどの

ような体験をされているかを理解する場になった事と思います。 

今後も参加されたスピ－カ－と来場された⽅々の意見をしっかりと受け止め修正し

つつ、第二回三回と続けて行けますよう関係各位のご協力をお願い申し上げる次第です。 
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12. 主催者側からのひとこと 

港ユネスコ協会 副会長 平⽅一代 

 

今回の港ユネスコ協会新企画の実施にあたりまして、玉川大学ユネスコクラブ、三田

高校ユネスコ委員会、六本木高校の皆様から頂戴したご協力に対し、心よりお礼申し上

げます。 

尚、港ユネスコ協会日本語スピーチコンテストの模様が「港区広報とぴっくす」で放

映されました。（映像は 2018 年 2 月 21 日から 28 日の間全 30 分番組の中で 3 分ほど放映） 

初めての試みで大変な事も数多くありましたが、須田康司事務局長、高橋郁子事務局

員の行き届いた手配のおかげで滞りなく進行することが出来ました事を感謝致します。 

どのスピーチも素晴らしい内容で、記念すべき第一回日本語スピーチコンテストにふ

さわしいものでした。第 2 部の「スピーカーとの会場参加者との交流会」はスピーカー

の⽅々を囲んで大いに交流が盛り上がり、相互理解が深まる楽しい時間となりました。

「違いを知り、違いを楽しむこと」こそ、人類の平和・共存・発展へ繋がるという想い

を新たにいたしました。第一回港ユネスコ協会日本語スピーチコンテストを無事終了し、

ここに開催報告として残すことを嬉しく思います。 

第二回 スピーチコンテストのスピーカー募集しています！ 

 

お申込み・お問合せ 

港ユネスコ協会事務局 

 

〒105-0004 東京都港区新橋 3-16-3 

TEL：03(3434)2300 / FAX：03(3434)2300 

MAIL：info@minatounesco.jp 

MINATO UNESCO ASSOCIATION 

 

16-3,Shinbashi 3chome 

Mnato-ku Tokyo 105-0004 

TEL：03(3434)2300 / FAX： 03(3434)2300 

MAIL：info@minatounesco.jp 
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